
家族旅行のような楽しい修学旅行でした。精一

杯の声でエールを交換した松明あかし。チームで

励まし合い力を振り絞って襷をつないだ駅伝大

会、人と人との関わりを学び、見つめ直すよい機会となっ

た須賀川支援学校との交流会。さらに、学校生活の向上の

ために、自主的に取り組んだ生徒会活動。「刻、～ Cherish now. Link to the Future.～」

のテーマのもと、全校生の力を集結した文化祭では、３年生がリーダーシップを発揮し、

小塩江中学校の原動力となって大成功に導いてくれました。

学級という集団のすばらしさ、「和」の大切さを十分に体感してきた皆さんには、この

すばらしい学級を誇りにし、一生の宝物として大事にしていってほしいと願っています。

あなたたちに望むことは先ず、自分を高めようとする意欲を常に忘れず、将来の夢や希望

を明確に持ち、その実現に向けてしっかりと自分を磨いてほしいということです。この小

塩江中学校で、自分から進んで実践する態度や、他人を思いやり自分を律する心を培うこ

とができました。それを礎として一歩一歩着実に高みを目指して歩みを進めてください。

そして自立した人間として、困難に負けずたくましく生き抜いていってください。本校で

培った力が、今後生きていく上で自分自身を支える「生きる力」になってくれるものと信

じています。最後に、感謝の心を大切にして下さい。感謝の心は、自分自身はもちろん周

囲の人達を豊かにし、人間関係を広げてくれます。卒業生の皆さん、皆さんには輝く未来

や希望、そして無限の可能性

があります。今日の感激や誓

いを忘れることなく、ひとり

ひとりが充実した生活を送

り、大きく飛躍してくれるこ

とを職員一同、この小塩江中

学校から見守っております。

【学校功労賞】
○受賞者氏名 《 受 賞 の 理 由 》

○吉田Ｄくん：《 生徒会本部役員（会長） 》

○佐久間くん：《 生徒会本部役員（副会長） 》

○安藤 くん：《 規律委員長 》

○海野 くん：《 特設駅伝部長・厚生委員長 》

○関根 くん：《 野球部部長・応援団長・図書報道委員長 》

○大和田くん：《 田善顕彰版画展田善賞 》

○吉田Ｋさん：《 全国中学校人権作文コンテスト福島県大会奨励賞 》

○滝田 さん：《 田善顕彰版画展須賀川南ロータリークラブ会長賞･卓球競技県大会出場 》
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感動的な卒業式をありがとう。



３月１５日（木）小塩江小学校の５年生８人の児童

が、中学校の一日体験入学をしました。１校時から数

学、音楽、英語、技術の授業を受け、給食、清掃、そ

して部活動までを体験しました。

帰りの挨拶では、児童代表の佐久間さんが「授業は

とてもおもしろかったです。算数と数学はあまりかわ

らないことが分かりました。一日ありがとうございました。」と感想を述べてくれ

ました。中学校の一日体験入学が楽しく、充実していたようで良かったです。一

年後の入学を楽しみに待っていますよ。

２月に学校生活アンケートを実施しました。その結果をご紹介します。

小塩江小学校５年生中学校体験入学

生活アンケート・いじめに関する調査について

英語の授業：楽しく発音 技術の授業：木材加工 部活動の様子：卓球部

１「あなたが最近困ったり、悩んでいることはありますか？」
①特になし １９人（５９.４%） （複数回答）
②いじめに関すること ０人 （0%）
③学習に関すること ４人（１２.５%）
④進路に関すること ６人（１８.８%）
⑤友達関係に関すること １人 （３.１%）
⑥健康に関すること ３人 （９.４%）
⑦部活動に関すること ３人 （９.４%）
⑧家族・家庭に関すること ０人 （0%）

２「小塩江中学校をもっとよい学校にするために心がけることは？」
①「礼儀挨拶をしっかりする」６人（18.8%） （複数回答）
②「時間を守る」 ２人（６．３％）
③「協力する」 ２人（６．３％）
④「けじめをつける」 ２人（６．３％）

「学習・進路に関すること」「友達・健康に関すること」「部活動に関すること」
等に関しての不安を抱いている生徒が若干名います。教育相談を充実し、悩みを
解決に向けていきたいと思います。「いじめ」に関することは０％でした。今後
もきめ細かい指導の充実を目指していきます。


